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長方形



三位一体型のインフラ協調
「人・クルマ・インフラ協調」 と 「切れ目ない通信」 で実現

道路インフラ
近接通信

市街地・交差点出会い頭事故防止 移動課題に応える
自動運転サービス

地方・郊外

データ収集・学習
フィードバック

高速・低遅延
切れ目ない通信

携帯電話
基地局

モビリティAI基盤

＜交通事故発生状況＞

さらなる努力が必要

スマートポール

＜事故ゼロに向けたアプローチ＞

20202000

これまで
自律制御

発生リスク 三位一体

人・クルマ・インフラ協調

死角などクルマ自律での限界をカバー

AIによる
自律制御の進化

    
    

   

   
   

   

   

   

2013年 2023年

追突

出会い頭右左折

横断

AI学習基盤

三位一体
事故ゼロ

自動運転
高度化

AI
エージェント

物流
効率化

インテリジェント通信基盤

電波環境

周辺環境

街の情報

乗員の状態

車の状態

広域通信 狭域通信 P2P通信

分散型計算基盤 AIによるリアルタイムで
最適な通信選択

   

   
   

   

   

   

交通事故ゼロに向け実現したい世界

スマートポール

無線
  760MHz
  5.9GHz
  Wi-Fi7/8
ミリ波5G
BLE
5G/6G 等

伝達手段
  LED表示板
スピーカー 等

検出センサー
遠赤外線センサ
LiDAR
可視光カメラ
Radar     等
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スムーズな合流

行動予測

イライラ

減速先行

安全運転

高速道路
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モビリティAI基盤



必要な計算・通信資源量

計算・通信資源の計画的な増強と効率的な運用が必要

補足 ① 2
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車両情報

音声
ナビ

ﾘﾓｰﾄｻｰﾋﾞｽ

映像/画像
ナビ

ﾘﾓｰﾄｻｰﾋﾞｽ

車両情報

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ情報

ソフトウェア

音声

遠隔制御

周辺映像

コネクティッドカー

自動運転

三位一体型のインフラ協調

知見の共有

AIによる学習計算能力

150倍

総通信量

22倍

ｺﾈｸﾃｨｯﾄﾞｶｰ台数

3倍
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知見の共有

AIによる学習



モビリティAI基盤

AI学習基盤

三位一体
事故ゼロ

自動運転
高度化

AI
エージェント

物流
効率化

インテリジェント通信基盤

電波環境

周辺環境

街の情報

乗員の状態

車の状態

分散型計算基盤

AI基盤は領域ごとに構築

プライベートクラウド

パブリッククラウド

オンプレ
データセンターグリーン電力

地産地消の

計算基盤構築

AIによるリアルタイムで
最適な通信選択

AIと通信で未来のモビリティ社会を作っていく
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Wi-Fi

居住区住宅店舗工場 道路 居住区外

V2X セルラー 衛星

（情報収集・機能更新） （安全支援） （緊急対応）（情報サービス）
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NTT プライベートクラウド

時間借用

トヨタ専用
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他社利用

Google／Amazon／Microsoft

必要時のみ時間借用
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NTT プライベートクラウドNTT プライベートクラウド

トヨタ花本 オンプレ

IOWN

IOWN

IOWN
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太陽光

風力

切り替え

補足 ②
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スマートポールの社会実装ロードマップ
高度化
多様化

展 開
実証毎に仕様不統一

スマートポール実証実験

2027~28年：数百カ所

危険個所での注意喚起

早期に全国展開

2030年前半：数千カ所

2035年以降

【スマートポール】

注意喚起

スマートポール

クラウド＋データセンタ

無線
  760MHz
  5.9GHz
  Wi-Fi7/8
ミリ波5G
BLE
5G/6G

等

伝達手段
  LED表示板
スピーカー

等

検出センサー
遠赤外線センサ
LIDAR
可視光カメラ
Radar

等

出典：ITS Connect推進協議会HP

出典：積水樹脂(株)

無線
   760MHz

伝達手段
LEDライト 押しボタン

4

標準化

高機能化

情報連携

注意喚起 ＋ 制御連携

注意喚起

ブレーキ制御

街や交差点のデジタルツイン

街全体の交通管制にも応用

車対車

二輪車・歩行者にも対応

自動運転バス停

2026～29年

信号機なし横断歩道

歩行者通知

2030年～

運行管理

管制センター
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補足 ③



自動車
業界

大学
通信・

通信機器
事業者

産学が連携した育成カリキュラムを構築、自動車に精通した無線通信、高周波・アンテナのプロ人材を育成

・ 車載通信機の国産化

・ 次世代車載通信規格化と国内におけるSEP創出人材を育成

・ 総務省、電波産業会と連携し

3GPP、IEEE、GSMAなどの標準化団体への提言

・ 自動車業界⇔通信業界間など業界を跨った人材交流

・ 無線通信関連の研究機関の設置

・ 計画的な研究者・指導者の育成

・ 産業界への継続的な卒業生の輩出

・ 自動車業界と連携した

車載通信技術に関する冠講座・契約学科の設置

・ 社会人を対象にリスキリングを教育カリキュラムの構築

人材
交流

学生

講師派遣

講師派遣
共同研究

人材
交流

学生

自動車業界と連携した標準化推進

無線通信関連の研究機関の強化

自動車業界全体の無線通信技術者の底上げ

規格化提案（SEP）
国際会議での交渉

通信仕様の理解と
車載要件を基に
した製品実装

製品設計
実験評価
問題解決

基礎層

中堅層

トップ層
（師範代）

産-学-官が連携した活動へ発展

・ 海外の大学、研究機関との交流と留学支援制度の充実

・ 大学・高専の学科、研究室の増強と計画的な指導者育成

業界を跨ったリーダ、指導者

高度な専門技術と

問題解決力を有する

車載基礎を習得

無線通信・高周波・アンテナのプロ人材の育成体系

300

310

320

330
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360

370

380

390

400

2010 2015 2020 2025

389人

335人
10年間で
54人減少

＜科研費対象の無線研究者の推移＞

科
研
費
対
象
の
無
線
研
究
者

(人
)
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